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　数年前まで核酸の増幅方法はP C R

（Polymerase Chain Reaction）法しかなかったた

め、遺伝子検査はそれに頼らざるを得なかっ

た。しかし、最近耐熱性DNAリガーゼを用いた

LCR（Ligase Chain Reaction）法1)が開発され、

PCR法では検出困難な１塩基のみの変異を、簡

単かつ高感度に検出することが可能となった。

今回、我々は95℃の高温下で生育する超好熱始

原菌Aeropyrum pernix（アエロパイラム･ペル

ニックス）のゲノム情報から世界最高の熱安定

性を示す超耐熱性DNAリガーゼを発見した2)。

本酵素は従来のものに比べて著しく耐熱性が増

強されており、100℃では極めて安定、105℃に

おける酵素活性の半減期でさえ１時間である

（図１）3)。

　DNAリガーゼは、標的遺伝子に貼り付いた連

続する2つのDNA断片の末端を結合させる活性

がある（図２）。この反応を利用して遺伝子変異

を検出するLCR法では、まず2本鎖DNAを高温

（94℃以上）で解離させる。従ってそれに使う酵

素は94℃の高温下で長時間安定であることが必

須である。従来、LCR法で使用されてきた耐熱

性DNAリガーゼは、約1時間で、酵素活性は半

減する。従って熱安定性が極めて高い本酵素を

用いることにより、標的遺伝子の検出感度は約

100000倍に増大し、また、より高温で2本鎖

DNAを解離させることで解離時間も短縮され、

従来の酵素に比べ約2分の1の検出時間で済むと

期待される。

　本酵素は遺伝子の診断だけではなく、微量サ

ンプルやPCRと連係した遺伝子増幅など、分子

生物学における新たな応用範囲をも広げられる

と思われる。当特別研究体では、今後本酵素の

応用面での開発に力を入れていく予定である。
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図2　本酵素のDNA結合反応
1はDNAリガーゼなし、
2は DNAリガーゼあり。

図1　本酵素の熱安定性


